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令和元年産米の品質に関する研究会のとりまとめ結果【概要版】

項目 ７月 ８月 ９月 委員からのその他の意見
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Ｒ元県平均：51％

堆肥・土づくり

資材の施用率
飽水管理

地点：新潟 ○生産現場では、平成22年の品

質低下を踏まえた対策をしっか

りやっていた。

○新潟県はフェーン等で北陸各

県や隣県と比べて面的にかなり

の高温・乾燥が続いた。

○品質低下が現在の水準でとど

まったのは、新潟の稲作技術に

よるもの。

○フェーン時のこまめな水管理

で品質低下が軽減された事例が

見られたものの、実施可能な地

域と不可能な地域があり、地域

で事前に検討する必要がある。

○高温対策の実践には、スマー

ト農業の導入など、農業者の負

担軽減策も検討が必要。

○１等から３等までの食味には、

明らかな差はなかった。

（農林水産省・令和元年９月30日現在）

コシヒカリ

Ｒ元年産 20.8 ％

Ｈ30年産 79.9 ％

Ｈ22年産 20.3 ％

こしいぶき

Ｒ元年産 52.6 ％

Ｈ30年産 79.7 ％

Ｈ22年産 17.9 ％

ゆきん子舞

Ｒ元年産 65.2 ％

Ｈ30年産 87.6 ％

Ｈ22年産 51.3 ％

（参考）品 質
平均気温

（℃）

コシヒカリ

の生育・管理

高温の感受性が

最も高い時期

【その他の要因】出穂前後の長期にわたる高温と登熟

期間の日照不足
・高温対策技術※が徹底されていれば、栄養状態は維持されていた

・追肥不足のほ場や、低地力ほ場など一部では出穂後に葉色が低下

・籾数過剰の場合、日照不足で乳白粒の発生が助長された可能性
※異常高温等を踏まえた重点技術対策

8/14～

8/15

日照時間 少

【主要な要因】台風第10号のフェーンによる異常高温・乾燥
・コシヒカリの高温に対する感受性が最も高い時期に発生

・玄米の断面の分析結果では、フェーンによる白濁のパターンが多く、

品質低下の最大の要因と考えられる

・高温によってデンプン蓄積阻害が生じており、既存の高温対策技術

では対応が困難

・フェーン時の蒸散強制力（水分ストレス）は極めて厳しいレベル

農業者と関係機関及び県が連携して、品種や移植時期の分散によるリスク管理を進め、異常気象に備えた丈夫な稲づくりを徹底し、突発的な異常気象時には緊急対応を実施して被害の

軽減を図る。あわせて、気象被害の発生に備えてセーフティネットを活用する。

関連指針等の拡充
・新潟米異常高温時等管理対策指針、水稲栽培指針 等

リスク分散を考慮した作付計画の作成と実践
・複数品種栽培、移植時期の分散、直は栽培等でフェーン

等異常気象の遭遇リスクを低減

水稲の生育状況・技術対策速報の提供

土づくり
・土づくり資材･堆きゅ

う肥の施用

・稲わらの秋すき込み

初期生育促進と

良質茎確保
・健苗移植

適期中干しによる

適正な生育量確保
・中干し開始時期の適

正化

生育診断に基づく後

期栄養確保と水管理
・高温条件下での確実

な追肥と水管理

適期収穫と適正乾

燥・調製の徹底
・品質の状況に合わせ

た丁寧な調製

セーフティネットの活用促進

・品質・収量低下など気象災害へ

の備えとして意識啓発

品質・収量低下など気

象災害への備え
・収入保険への加入

・農業共済（品質方式）への

加入

異常気象による被害を軽減するための技術対策 セーフティネット

緊急情報
・フェーンの注意喚起と技術対策

収穫前情報
・品質の見通し

● 異常気象に備えた丈夫な稲づくりのための技術対策徹底

● 緊急的な技術対応 出穂以降のフェーンへの対応
・地域の水利条件に応じた水温上昇を抑える水管理

● 異常気象に対応する技術開発等

新品種･新技術の導入 ・高温･乾燥耐性有望品種の活用検討や新たな品種の開発

・スマート農業を活用した作業体系の再構築

フェーン対策研究
・フェーン等のリスク予測手法やフェーンに対応した栽培管理技術（水管理、施肥）の検討

様々な異常気象に備えた地域での対応検討
・作付品種や緊急時の水管理を前提とした、団地化や水利

用について地域ごとに予め検討

※ 二重線の枠内は今回
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出穂後のフェーンをはじめとする突発的な異常気象については、稲の生育ステージによっては実施可能な技術に制

約があるため被害を完全に防ぐことは困難
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